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6月10日(水) 

笑顔あふれる教育で「教育日本一」を目指します！ 
藤枝市教育委員会 教育政策課 TEL:054-643-3271 

●市長と教育委員会の連携をさ
らに強固にし、より一層民意を
反映した教育行政を進めていく
ための意見交換を行います。 
 
●課題や施策の方向性などにつ
いて意見を交わします。 
 
●市長と教育委員会による「教
育日本一」を目指す本市の教育
行政に対する率直な思いを聴取
できる機会です。 

▲大学生がサポートに入りました 

▲講師は静岡産業大学情報学部 佐野教授 

▲学校図書館司書による学校図書館充実の様子（葉梨中） 

総合教育会議を開催しました 
～「教育日本一」に向けての取り組みについて協議～ 

 ６月10日（水）に、藤枝市役所で、本年度
第1回目の「藤枝市総合教育会議」を開催し、
テーマである学校図書館の更なる充実に向けて
協議を行いました。 
 
 総合教育会議は、市長と教育委員会による
「教育日本一」を目指す本市の教育行政に対す
る率直な思いを協議する場です。年間3回実施
し、市長と教育委員会の連携をさらに強固にし、
より一層市民の意見を反映した教育行政を進め
ていくことを目的としています。 

藤枝市は10日、総合教育会議を市役所で開き、本年度テーマの学校図書館の
充実に向けて教育委員らが協議しました。新型コロナウイルス感染拡大に伴
い、臨時休校し、先月から再開した学校の状況も報告された。市は本年度か
ら、市立小中学校の学校図書館司書を1人1校配置できるよう拡充を進めてい
る。これまでできなかった図書館を使った授業に意欲を見せる教員が増えた
り、図書たよりの発行回数が増加したりするなど効果が出ているという。委
員からは「司書だけ出なく、学校全体で図書館活用の意識を高めてほしい」
「図書館の調べる機能を高めることも重要」などの意見が出た。市は学校再
開後の児童生徒の様子や感染拡大防止対策、授業の進め方などを報告した。
子どもなりに学校生活で「新しい生活様式」に慣れようとしているが、登校
を渋ったり教員らに甘えたりする低学年児童もいるという。北村市長は「大
切なのは楽しく学校に行き、人の道を学ぶこと。教員は焦らずにのびのびし
た子どもたちを育ててほしい」と述べた。 

 令和2年度のテーマは「学校図書館司書」。本市では、今年度より各学校の図書館に
配置する司書の1校1人体制を進めています。 
 実際に勤務する司書からは、「2校兼務体制に比べ、時間に余裕ができ、子ども一人
ひとりに寄り添った本の提案が可能になった」など業務改善がなされたとの声が上がっ
ています。一方で、「授業への積極的な参加等もっと活動の幅を広げたいが勤務時間が
足りていない」や「団体貸し出しや学校間貸し借りの際市立図書館や他校へ本を運ぶ手
段がない」などといった課題がまだあることも現実です。 
 教育委員からは、「図書館司書１人だけでなく、学校全体で図書館活用の意識を高め
るべき」「図書館の『情報センター』としての機能を高めることも重要」などの意見が
ありました。 
 
 また、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、臨時休校し、先月から再開した学校の状
況を事務局から報告しました。北村市長は、会議を通して「読書は人の心を豊かにする。
学校図書館司書は子どもの心の成長に大きな役割を果たす。大切なのは楽しく学校に行
き、人の道を学ぶこと。教員は焦らずにのびのびした子どもたちを育ててほしい。」と
述べました。 
 
 今後の総合教育会議でも、継続して施策の展開や課題解決に向け協議を進めていきま
す。 

▲出席者：市長、教育長、教育委員ほか 


